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２０２3年 １月 新春号 

昆陽だより発行委員会事務局：幕張公
民館内 

千葉市花見川区幕張町 4-602 
電話 043-273-7522 
（受付時間 9：00～17：00） 

あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。 

闇 カ レ ン ダ ー だ っ た 「 六 曜 」 に つ い て 
◎六曜の由来など 

六曜はもともと中国で「時間」を区切りとする際に使われていた考え方で、 

１４世紀ごろ日本に伝えられましたが、日本で独自の解釈が加わり、1日の

どの時間帯が「吉」で、どの時間帯が「凶」か、占う指標に用いられるように

なりました。当時人々は占いを頼りに生活をしていましたので、暦には日のほ

かにその日の運勢や方角などを表す［暦注］があり、六曜は暦注の一つになっていました。 

明治時代になり政府は暦にある吉・凶占いは、科学的に根拠がないということで禁止しましたが、

占いを頼りにする人々はこれに不満を持ち、その結果生まれたのが占い付き闇カレンダーという

存在です。占いがあった方が売れ行きも良く、政府の目を盗んで発行され続けてきました。 

戦後になりカレンダーの発行が自由になり、六曜は今でも生き続けています。 

◎六曜の順番・意味 

時代と共にその名称や順序も変遷して、現在は先勝→友引→先負→仏滅→大安→赤口の順に

なっています。意味の解釈も様々で、どれが正しいかという基準はなく、一般的な解釈は下表のと

おりで、旧暦では毎月１日が六曜の基準日となり、リセットされます。 

六曜 読み方 基準日(旧暦) 意味・解釈など 

先勝 せんしょう、せんかち等 1/１・7/1 先んずれば勝てる。午前は吉、午後は凶。 

友引 ともびき 2/１・8/1 
勝負で引き分ける。朝夕は吉、正午は凶。 

祝い事は良いが葬式は避ける。 

先負 せんぶ、せんまけ等 3/１・9/1 先んずれば負ける。午前は凶、午後は吉。 

仏滅 ぶつめつ 4/１・10/1 物事が滅する。万事凶。葬式や法事は構わない。 

大安 たいあん 5/１・11/1 大いに安心。万事吉。お祝い事特に婚礼に良い。 

赤口 しゃっこう、しゃっく等 6/１・12/1 全てが滅びる日。正午は吉、朝夕は凶。 

◎六曜の信憑性 

六曜は私たちの暮らしの中に今でも根強く残っていますが信憑性は薄いと考えられます。信じる

か信じないかは人それぞれでしょうが、全く気にしないわけにはいきません。結婚式や諸行事など

に縁起を担ぐ人も多く、大きな行事などを行う日は六曜を取り入れることで行事をより楽しめるこ

ともあるでしょう。 

（第 44号） 
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天気の良い日に短い時間ですが散歩をするようになって２年以上たちました。 

途中、JR と京成に掛かる跨線橋を通ります。 

ある時、小学校５年生位の男の子が 1人でいました。 

「電車を見に来たの？」と聞くと、「はい」と笑顔で答えてくれました。お兄さんやおじさん達、鉄道ファ

ンも多く来る撮影スポットらしい等と話をしていました。そこに新京成のふなっしー電車が通ったので

す。「初めて見た！」と大喜び。 

私がたまたま乗ったことを話し、スマホで撮った写真も見せました。 

すると「電車の中にもふなっしーはいるのですか？」と聞かれ「中には無くて外だけよ」と答えました。

短い時間でしたが、とても楽しいひとときでした。 

スマホの写真をよく見ると、黄色のふなっしーだけではなく、白色のよく似た仲間が写っていました。

「この子、誰」と思い、京成幕張本郷駅の駅員さんに尋ねましたが、解らないと

のこと。でもすぐにタブレットで調べてくれて、白猫のふにゃっしーと判明。乗れた

うえに駅員さんの優しさにもふれ、幸せな気持ちで帰宅しました。 

ふなっしー電車は、ふなっしー誕生から 5年・10年のイベントとして走らせてい

るそうです。昨年 12月で終了…。何時も走って欲しい、出会うだけで楽しくなる

電車です。                                                 （M・K） 

 幕張の子守神社、畑の子安神社、武石の三代王神社で初春神事 
 

◎子守神社  ２月３日(金）  節分祭（豆まき） 時間未定 

◎子安神社  ２月３日（金）  節分祭（豆・餅まき） 午後２時３０分～午後３時３０分頃 

◎三代王神社 ２月１１日(土） 御奉射祭とお神楽奉納（餅まき） 

午後２時３０分頃～午後４時過ぎ 

◎子安神社  ２月２８日（火）  湯立ての神事、お神楽奉納 午後３時頃～午後５時３０分頃 

※新型コロナ禍につき、実施内容については各神社にお問い合わせください。 
 

ダイヤモンド富士 

富士山頂に沈む太陽が重なり、ダイヤモンドのように美しく輝く現象です。 

日にちにより太陽の沈む位置が微妙にかわり、幕張の浜・検見川の浜などで２月に観られます。 

詳しくは、２月になりましたら「公益社団法人 千葉市観光協会」にお問い合わせください。 

★ ★ ★ ま ち の た よ り ★ ★ ★ 

今 の ス ケ ッ チ 日 

https://1.bp.blogspot.com/-abb3H5nTW7A/VXOT5Js2DeI/AAAAAAAAuE4/-D4TlMMPsX4/s800/machi_line2.png
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☆☆☆ 公民館からのお知らせ（1月～3月分） ☆☆☆ 

◎主催事業のご案内    

講 座 名 詳 細 

住宅改善のプロが教える「住まいの安心・安全」 

一級建築士と作業療法士が、家庭内の事故を 

防ぐポイントをお話します。足腰に不安がでてきた

方や、実家の高齢の親が心配という方に。 

1/28（土）10：00～12：00 

対象：成人  定員：40人  参加費：無料 

申込期間：1/5(木)～1/17(火) 

なつかしの名作映画上映会「ローマの休日」 

製作 70周年！色褪せない名作映画を、大画面で

鑑賞しませんか？（字幕版） 

2/28（火）9：30～11：30 

対象：60歳以上の方  定員：40人 

参加費：無料 申込期間：2/2(木)～2/15(水)  

アーティストと一緒に！色であそぼう○○どうぶつ 

カラフルなアクリル絵具で遊ぼう！ 

作品は市民ギャラリー・いなげに展示します。 

3/4（土）10：00～12：00 

対象：小学生（１～３年生は保護者同伴） 

※詳細は後日ホームページへ掲載します 

お申込みは申込期間内に電話、窓口、公民館ホームページへ。応募多数の場合抽選となります。 

展示のご案内 幕張中学校生徒作品展 2/1（水）～20（月） ロビーにて開催！お楽しみに♪ 

 

 
 

2022年の全国学校図書館協議会の学校読書調査（「学校図書館」2022年 11月

号掲載）によると、電子書籍を「読んだことがある」と答えた児童生徒の多くは、平均して

「紙の本」より「スマホ・タブレット」の方が「読みやすい」と回答したそうです。読みやすさ

には個人差や経験による慣れもありますが、今後電子書籍のコンテンツが多様になり、触

れる機会が増えれば、さらにその傾向は強まるかもしれません。 

そんな中、「紙の本」をご覧になりたい場合は、どうぞ公民館図書室へお気軽にお越しく

ださい。たくさんの本を用意してお待ちしています。読みたい本をお探しするお手伝いもい

たします。 

なお、電子書籍を読んでみたい方には、千葉市内在住・在勤・在学の方向け「千葉市

電子書籍サービス」も楽しめますので、ぜひ、ご利用ください。 
 

★「千葉市電子書籍サービス」はこちらのアドレスから利用できます。 

https://web.d-library.jp/chiba/ 

※はじめて利用される際は、ログイン時にパスワードの変更手続きが必要です。 

・電子図書館のＩＤ…図書館利用カードの番号です（ハイフンを除く数字１０ケタ） 

・初期パスワード …生年月日（西暦）8ケタの数字です。 

（例：２０２１年７月３０日生まれ→２０２１０７３０） 

※ログイン後、「半角英数字および半角記号で２０文字以内」でパスワードを設定してください。 

から 

https://web.d-library.jp/chiba/
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・・・音読ライラックの会 

 

私達の会は、令和２年１月に会員８名で発足しました。毎月第二水曜日の午後に活動していま

す。発足後、まもなくコロナ禍となり、退会者が続き、残り少ない人数で長く続けてきました。この夏、

会員募集をし、多くの新会員を迎え、今は活発に楽しく活動しています。 

講座の前半は、呼吸を意識しながら軽い体操、滑舌を良くするための発声練習、そしてテキスト

を使って作品をイメージしながら、一人またはグループで音読をします。後半は、詩や絵本など各々

が読みたいものを持参し、お互いに聞いて楽しみます。読み手

によって個性が表われ、とても興味深く新しい発見があります。

また現在、定例会の後、希望者を対象に「金子みすずを楽し

む」講座も行っています。 

コロナ禍の中、声を出すことが少なくなりました。声を出すこ

とは、健康にとっても、とても大切なことです。まだまだ、マスクは

外せませんが、私達音読の会は、いろいろな作品に思いを馳せ

ながら音読を楽しんでいます。                                                代表 原 

 

◇ 幕張雑記帳 地域の石造物シリーズ ③   地蔵 
 
お地蔵様として親しまれている地蔵菩薩は、仏教の教えの中で区分された六つの

世界（天道・人道・修羅道・畜生道・餓鬼道・地獄）を行き来して人々を救う役目を

持った菩薩です。釈迦如来が入滅（亡くなる）してから５億 7,600万年後に弥勒

菩薩が悟りを開いて如来になり、未来仏としてこの世に現れて人々を救うまでの

間、地蔵菩薩が慈悲の心で人々を包み救うと言われます。このことから、六道を見

守る六体の地蔵菩薩が立ち並んで置かれるケースが多く六地蔵と呼ばれます。 

また民間ではお地蔵様が出家僧の形をし、童顔で親しみやすい姿であることから

昔から幼くして死んだ子供の供養仏や子供の守り仏として広く信仰されています。

さらに地蔵は道祖神の性格も持つことから道ばたにも数多く置かれました。 

 

 

(註）如来：宇宙に存在する悟りを開いた存在で仏と呼ばれます。 

お釈迦様は地球上で悟りを開いた唯一無二の仏です。 

菩薩：まだ悟りに至らぬ修行中の仏の候補生です。 

 

幕張・宝幢寺の六地蔵 

二丁目墓地の地蔵 

三丁目墓地の地蔵 

サークル紹介 


